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亀
徳
新
港
会
場
で
は
、
奄
美

海
上
保
安
部
と
の
合
同
訓
練
が

初
め
て
実
施
さ
れ
、
地
元
の
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
災
害

対
策
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

同
海
上
保
安
部
か
ら
巡
視
船

「
あ
ま
ぎ
」（
１
・
３
０
０
ト
ン
）、

「
か
い
も
ん
」（
２
２
０
ト
ン
）

の
２
隻
、「
う
み
つ
ば
め
」
の
愛

称
を
持
つ
航
空
機
１
機
が
協
力
。

地
元
消
防
と
警
察
、
関
係
機
関

や
団
体
な
ど
か
ら
約
２
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
地
震
と
津
波
の
発

生
を
想
定
し
た
情
報
伝
達
と
避

難
広
報
、
海
上
漂
流
者
の
救
助

な
ど
５
項
目
。
避
難
者
役
の
関

係
者
や
住
民
の
巡
視
船
で
の
移

送
、
消
防
と
の
共
同
に
よ
る
海

上
漂
流
者
の
救
出
と
搬
送
、
緊

急
物
資
の
輸
送
な
ど
の
想
定
訓

練
が
整
然
と
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

①
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
災
害
避
難
者
受
け
入
れ
と
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
の
想
定
訓
練
（
亀
津
東
区
公
民
館
）

②
諸
田
集
落
の
要
援
護
者
宅
訪
問
の
打
合
せ
と
公
民
館
へ
の
救
護
訓
練

③
避
難
訓
練
後
に
防
災
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
う
花
時
名
公
民
館
会
場

④
県
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
防
災
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
行
う
轟
木
公
民
館
会
場

「
第
４
回
徳
之
島
３
カ
町
合
同
防
災
訓
練
」
は
10
月
26
日
、
島
内
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
集
落
住
民
と
自
主
防
災
組
織
、
関
係
機
関
と
団
体
な
ど
町
内
で
は
約
１
４
０
０
人
が
参
加
。

自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
を
確
認
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
！

①

②

③

④
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●● ● Town news

町
文
化
会
館
で
11
月
２
日
、
第
35
回
徳

之
島
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
約
９
０
０
名
が
来
場
し
、
作
品
展

示
や
舞
台
芸
能
な
ど
の
鑑
賞
を
楽
し
み
ま

し
た
。

舞
台
で
の
芸
能
発
表
は
、
ダ
ン
ス
や
島

唄
の
演
奏
な
ど
を
中
心
に
、
27
団
体
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
見
事
な
日
本
舞
踊

や
ダ
ン
ス
、
幼
い
子
供
の
頑
張
る
姿
に
対

し
、
会
場
に
は
賞
賛
の
拍
手
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
ロ
ビ
ー
で
は
作
品
展
示
が

行
わ
れ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
盆
栽
な
ど
の

作
品
を
多
く
の
来
場
者
が
観
覧
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
10
月
25
日
、「
町

図
書
館
新
館
オ
ー
プ
ン
10
周
年
記
念
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
の
出
し
物
や
町
出
身
で
執
筆
活
動
を

し
て
い
る
藤
田
和
子
さ
ん
の
講
演
を
聞
く

た
め
に
、
約
２
４
０
名
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
の
藤
田
（
旧
姓
：
當
）
さ
ん
は
、

亀
津
の
南
区
出
身
で
現
在
は
埼
玉
で
文
筆

活
動
を
し
て
お
り
、
徳
之
島
の
風
習
を
題

材
に
し
た
「
巣
立
ち
の
家
」
で
南
日
本
文

学
賞
を
、「
思
い
込
み
」
で
埼
玉
文
学
賞

を
受
賞
。
藤
田
さ
ん
は
自
ら
の
創
作
活
動

に
つ
い
て
語
り
、「
み
な
さ
ん
も
何
歳
に

な
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
し
続
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
藤
田
さ
ん
の
同
級
生
や

先
輩
後
輩
な
ど
沢
山
の
方
々
が
詰
め
か

け
、熱
心
に
講
演
へ
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

町図書館新館オープン 10 周年記念講演会
やり続けること

第 35 回徳之島町文化祭
こころ豊かに、燃えよ文化の祭典

10
月
19
日
、
ギ
ニ
ア
共
和
国
大
使
館
と

徳
之
島
三
町
の
友
好
協
定
調
印
式
が
、
徳

之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
観
光
大
使
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
・

サ
ン
コ
ン
氏
の
仲
介
の
下
、
ギ
ニ
ア
共
和

国
と
徳
之
島
の
文
化
・
教
育
・
芸
術
・
経

済
と
幅
広
い
面
で
の
交
流
促
進
を
目
指
す

目
的
で
、
友
好
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
ギ
ニ
ア
共
和
国
全
権
特

任
大
使
の
セ
ン
ク
ン
・
シ
ラ
氏
、
徳
之
島

町
長
、
天
城
町
長
、
伊
仙
町
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ギ
ニ
ア
共
和
国
大

使
館
と
徳
之
島
三
町
の
友
好
協
定
を
誓
い

ま
し
た
。

ギニア共和国と友好協定締結
国際的な幅広い交流を目指す

９
月
19
日
、
手
々
関
西
郷
友
会
の
皆
さ

ん
が
徳
之
島
へ
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
の
発
展
を
目
的
に
町
行
政
や
町
議

会
と
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

郷
友
会
は
、
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た

手
々
小
中
学
校
の
運
動
会
へ
参
加
。
む
か

で
競
争
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
運
動
会

後
は
交
流
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
地
元
住

民
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、

訪
島
を
記
念
し

手
々
福
祉
館
に

２
本
の
サ
ル
ス

ベ
リ
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。

手々関西郷友会表敬訪問
ふるさとへの思い
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オ
キ
ナ
ワ
キ
ノ
ボ
リ
ト
カ
ゲ

（
国
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）

長
い
尾
ま
で
含
め
た
全
長
が
約

20
㎝
。
体
形
は
細
長
く
、
体
色
を

鮮
や
か
な
緑
色
か
ら
褐
色
ま
で
変

化
さ
せ
る
こ
と
で
、
樹
木
や
植
物

と
同
化
し
、
天
敵
な
ど
か
ら
身
を

守
り
ま
す
。

ア
マ
ミ
ハ
ナ
サ
キ
ガ
エ
ル

（
国
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）

メ
ス
の
方
が
オ
ス
よ
り
大
き

く
、成
体
の
大
き
さ
は
オ
ス
が
５
・

６
～
６
・
９
㎝
、
メ
ス
で
７
・
５
～

10
㎝
程
度
。
茶
色
に
混
じ
っ
た
鮮

や
か
な
緑
色
が
と
て
も
目
立
ち
ま

す
。

希
少
動
植
物
の
保
護
に
向
け
た
取
り
組
み

島
内
３
町
で
は
平
成
24
年
９
月
１
日
、
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す

る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。
同
時
に
「
徳
之
島
地
区
自
然
保
護
協
議
会
」
を

設
置
し
、
希
少
植
物
の
指
定
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
徳
之
島
の
希
少
野

生
植
物
を
26
種
指
定
。
さ
ら
に
、
保
護
指
定
希
少
野
生
動
植
物
（
昆
虫
）
を

追
加
指
定
し
た
「
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
を
平
成
26
年

１
月
24
日
付
で
告
示
し
、
そ
れ
ら
希
少
動
植
物
を
写
真
入
り
で
紹
介
す
る
冊

子「
い
ま
守
る
、島
で
守
る
。
徳
之
島
希
少
昆
虫
・
野
生
植
物
」（
徳
之
島
版
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
）
を
作
成
し
、
島
内
全
世
帯
に
配
布
致
し
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
希
少
な
動
植
物
が
生
息
す
る
徳
之
島
で
す
が
、

そ
れ
ら
の
価
値
に
目
を
付
け
た
個
人
や
業
者
が
島
に
入
り
、
売
買
を
目
的
に

不
法
な
盗
掘
や
盗
採
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
希
少
動
植
物
の
盗
掘
・
盗
採
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
町

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、
島
内
３
町
で
設

置
す
る
「
徳
之
島
地
区
自
然
保
護
協
議
会
」
で
は
、
平
成
24
年

９
月
１
日
に
３
町
同
時
に
施
行
し
た
「
希
少
野
生
動
植
物
の
保

護
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
盗
掘
・
盗
栽
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
を
継
続
的
に
実
施
し
、
条
例
を
有
効
な
も
の
に
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

林
道
等
に
現
れ
る
希
少
生
物

夏
か
ら
秋
は
希
少
な
昆
虫
な
ど
を
狙
っ
た
採
取
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
徳
之
島
地
区
自
然

保
護
協
議
会
で
は
「
希
少
昆
虫
採
取
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
町
内
の
林
道
等
で
実
施
し
ま

し
た
。
路
上
に
は
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
ア

マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ
や
オ
ビ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
、
ア
マ
ミ
ハ
ナ
サ
キ
ガ
エ
ル
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
沿
い
の
林
の
中
で
は
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
が
「
ツ
ッ
コ
ホ
ッ
」
と

鳴
き
な
が
ら
鋭
い
目
を
光
ら
せ
、
オ
キ
ナ
ワ
キ
ノ
ボ
リ
ト
カ
ゲ
が
ツ
タ
に
し
が
み
つ
い
て

い
ま
し
た
。
希
少
生
物
に
限
ら
ず
様
々
な
生
き
物
が
路
上
に
出
て
く
る
の
で
、
林
道
を
通

る
際
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ
と
オ
ビ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
は
、「
広
報

と
く
の
し
ま
」
８
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

※
（
）
内
は
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
の
分
類
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み第

８
回
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井
之
川
は
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
夏
目
踊
り
」
を
地
域

一
体
と
な
っ
て
保
存
継
承
し
て
お
り
、
毎

年
８
月
の
「
浜
下
り
」
行
事
に
は
集
落
外

か
ら
大
勢
の
見
学
客
が
訪
れ
ま
す
。
徳
之

島
が
薩
摩
藩
の
配
下
に
入
っ
た
１
６
０
９

年
以
降
、
東
間
切
、
西
目
間
切
、
面
縄
間

切
の
３
間
切
の
中
の
、
東
間
切
を
管
轄
す

る
噯

あ
つ
か
い

役
所
が
井
之
川
と
亀
津
に
置
か
れ

て
い
た
事
な
ど
か
ら
、
集
落
内
に
は
史
跡

の
み
な
ら
ず
古
文
書
な
ど
の
文
献
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
井
之
川
湊
（
港
）
は
藩

指
定
の
港
だ
っ
た
た
め
、
多
く
の
人
が
出

入
り
し
賑
わ
っ
て
い
た
事
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
る
船
旅

に
は
危
険
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
遥
か
昔
、

海
か
ら
石
に
乗
っ
て
神
様
が
訪
れ
た
と
い

う
伝
説
に
基
づ
き
、
安
全
祈
願
な
ど
と
し

て
信
仰
さ
れ
た
の
が
「
イ
ノ
ヌ
イ
ビ
ガ
ナ

シ
」
で
す
。

鳥
居
の
奥
に
建
て
ら
れ
て
い
る
「
蛭ひ

る

子こ

神
社
」
に
、
神
様
が
乗
っ
て
き
た
と
さ
れ

る
石
「
イ
ビ
ガ
ナ
シ
」
が
、
ご
神
体
と
し

て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
航
海
の
安
全
、
安

産
、
無
病
息
災
な
ど
に
ご
利
益
が
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
全
島
か
ら
参
拝
者

が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
明
治
時
代
は
、
彼

岸
の
中
日
に
信
者
が
泊
り
が
け
で
集
ま

り
、
祭
事
が
大
々
的
に
執
り
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
航
海
に
は
風
の
力

も
必
要
な
事
か
ら
、
風
の
神
様
と
し
て
も

崇
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

神
社
奥
の
洞
穴
に
は
、
貝
を
ご
神
体
と

す
る
「
ウ
キ
ボ
ウ
ジ
ガ
ナ
シ
」
も
祭
ら
れ
、

岩
の
奥
に
は
洞
穴
墓
の
跡
も
残
さ
れ
て
お

り
、
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
信
仰
の
移

り
変
わ
り
を
教
え
て
く
れ
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
８
回
＝
井
之
川
集
落
＝

〔井之川集落の文化財〕
（町指定のみ、指定日順）

奥山家家系図、宗門手札改
張、郷資格免許辞令書、宗門
手札、井之川夏目おどり、八
幡神社、蛭子神社、アムトガ
ナシ、カンジャ神さん、屋敷
神さん、テンナゴ屋敷の力石
さん、フーシンコ岩神さん、
チンチンガナシ、火の神さん、
イビガナシ、アムトガナシ
【お問い合わせ先】
町郷土資料館
☎ 82―２９０８

イビガナシが祭られている神社

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク

奄
美
大
島
以
南
の
琉
球
列
島
に
留
鳥
と

し
て
生
息
し
、
成
長
の
大
き
さ
は
22
㎝
程
。

体
は
全
体
的
に
褐
色
で
、
頭
部
や
胸
に
赤

褐
色
を
帯
び
、
体
の
所
々
に
黒
褐
色
の
斑

紋
が
入
り
ま
す
。

狙
わ
れ
る
希
少
な
昆
虫

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
島
外
か
ら
の
来
島
者
を
複
数
名
見
つ
け
ま
し
た
。
ア
マ
ミ
マ
ル

バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
希
少
昆
虫
の
採
取
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
希
少
動
植
物
保

護
条
例
に
つ
い
て
説
明
し
、
採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
希
少
動
植
物
へ
の
理
解
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。
今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
注
意
喚
起
を

促
し
、
追
加
指
定
し
た
５
種
（
ヤ
マ
ト
サ
ビ
ク
ワ
ガ
タ
、
ア
マ
ミ
シ
カ
ク
ワ
ガ
タ
、
ア

マ
ミ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ
、
マ
ル
ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ
、
ヒ
メ
フ
チ
ト
リ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
）

を
含
め
、
希
少
動
植
物
の
保
護
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
マ
ミ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ

（
国
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）

体
長
５
～
６
㎝
。
卵
か
ら
幼
虫
の
期
間

３
年
間
を
土
の
中
で
過
ご
し
、
４
年
目
に

成
虫
と
し
て
野
外
で
活
動
で
き
る
の
は
１

～
２
カ
月
程
度
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し

子
孫
を
残
し
ま
す
。
背
面
の
光
沢
も
強
く

目
立
つ
こ
と
か
ら
商
業
目
的
等
で
採
集
さ

れ
る
た
め
、
追
加
指
定
５
種
と
し
て
条
例

で
捕
獲
や
採
取
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
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平成２６年度 ( 一財 ) 奄美群島市町村体育協会表彰被表彰者一覧
○優秀スポーツ団体

氏　名 推薦団体 実　績

徳之島高校空手道部 徳之島町 平成２５年度鹿児島県高校新人体育大会空手道競技
男子団体形優勝

○体育功労者
氏　名 推薦団体 推薦理由

鶴野　達英 サッカー連盟
徳之島地区・徳之島町サッカー連盟会長としてサッカー発
展に貢献され，また「鶴野杯サッカー大会」を主催し，スポー
ツ少年団の育成にご尽力されました。

○優秀スポーツ選手
氏　名 所　属 推薦団体 実　績

杉山　一誠 亀津小 剣道連盟 第９回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会出場
市来崎　大祐 亀津小 相撲連盟 鹿児島県小学生相撲選手権大会　個人第１位
白松　俊亮 亀津小 相撲連盟 わんぱく相撲全国大会出場
行　大成 亀津中 相撲連盟 全国中学校相撲選手権大会出場

新田　竜将 亀津中 相撲連盟 全国中学校相撲選手権大会出場
豊田　倫太朗 亀津中 相撲連盟 全国中学校相撲選手権大会出場
太利　憲人 亀津中 相撲連盟 全国中学校相撲選手権大会出場
宮本　陸久 亀津中 相撲連盟 全国中学校相撲選手権大会出場

徳田　龍大郎 東天城中 相撲連盟 全国中学校相撲選手権大会出場
米良　幸之助 亀徳小 空手道連盟 第 14 回全日本少年少女空手道選手権大会出場
丸野　温人 亀津小 空手道連盟 第 48 回鹿児島県空手道選手権大会個人形第３位

米良　爽太郎 亀徳小 空手道連盟 第 14 回全日本少年少女空手道選手権大会出場
福田　友太郎 亀津小 空手道連盟 第 34 回九州ブロックスポ少空手道交流大会個人形第３位

春山　聖 亀津中 空手道連盟 第 34 回九州ブロックスポ少空手道交流大会個人組手第２位
向井　由貴 亀津中 空手道連盟 第 34 回九州ブロックスポ少空手道交流大会個人形第１位
嶺山　歩美 井之川中 空手道連盟 第２２回全国中学生空手道選手権大会
瀬田　紀果 亀津中 空手道連盟 第 34 回九州ブロックスポ少空手道交流大会個人形第２位
嶺山　朋生 徳高 空手道連盟 第６３回全九州高等学校空手道競技大会個人形３位

○優秀スポーツ団体
氏　名 推薦団体 実　績

徳之島相撲クラブ 相撲連盟 《成績》・鹿児島県小学生相撲選手権大会　団体第１位
《選手》　太利　優人　　市来崎　優太

敬空館亀津
スポーツ少年団

空手道連盟

《成績》
・第４２回鹿児島県スポーツ少年団交歓大会
　団体組手第１位　３位　　団体形第１位　２位
・第３４回九州ブロックスポ少空手道交流大会　団体形第２位
《選手》
樺山 勝巳　米山 悠太　東田 誠矢　清島 凜海　向井 苺子　
幸山 琴音  中江 姫乃　稲村 凜華　福田 円香　清原 槙　
芳 みやび　上木 梨乃　高城 杏華　濵崎 ひなの　治野 悠成
米山 航生　幸山 響　   春山 華南　市来 琢磨　山本 大翔　樺山 輝

徳之島高校
空手道部

空手道連盟

《成績》
・第４８回鹿児島県高等学校新人空手道競技大会
　団体形第１位　団体組手第３位
・第３３回全九州高等学校空手道新人大会　団体形第３位
《選手》　樺山 凱士　前 柊太朗　瀬田 真志　豊 久枝　大川 瑞希

平成２６年度徳之島町体育協会表彰被表彰者一覧
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母
間
小
学
校
が
、
鹿
児
島

県
内
の
へ
き
地
等
に
あ
る
小

中
学
校
の
う
ち
、
へ
き
地
の

良
さ
を
生
か
し
た
優
れ
た
教

育
実
践
や
特
色
の
あ
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
学
校
と
し
て

「
へ
き
地
・
小
規
模
校
教
育
優

秀
校
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

母
間
小
学
校
で
は
、
身
近

な
自
然
・
文
化
・
伝
統
芸
能

な
ど
を
教
材
化
し
、
地
域
と

一
体
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教

育
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

「
島
口
・
島
唄
継
承
活
動
」
や

「
高
齢
者
と
の
交
流
」、「
母
間
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、地
域
住
民
に
協
力
を
求
め
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
）
を
利
活
用
し
、
教
育
と
学
力
の
向
上
を
目
指

す
な
ど
、
町
内
で
初
の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
代
表
と
し
て
訪
庁
し
た
池
田
海
さ
ん
は
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
、
計
算

時
間
が
早
く
な
っ
た
」。
久
保
真
想
さ
ん
は
「
図
工
の
時
間
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」
と

充
実
し
た
学
校
生

活
の
内
容
を
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

長年にわたり、教育へ貢献
（故）吉野吉明さんに

瑞宝双光章

母間小学校
へき地・小規模校教育優秀校表彰

吉
野
吉
明
さ
ん
（
故
人
）
が
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
従
六
位
瑞
宝
双

光
章
を
叙
勲
し
、
吉
野
さ
ん
の
遺

族
が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
ま
し

た
。吉

野
さ
ん
は
教
諭
と
し
て
昭
和

32
年
か
ら
、
校
長
と
し
て
昭
和
60

年
か
ら
平
成
６
年
ま
で
勤
務
し
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
10
年
か
ら
５

年
間
、
町
教
育
長
を
務
め
ま
し
た
。

公
務
、
公
共
で
長
年
に
わ
た
り

教
育
界
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。

ＩＣＴ機器を利用する児童

徳之島高校空手部
全国大会へ 27回連続出場決定！

11
月
14
日
か
ら
16
日
の
期
間
に
行
わ
れ

た
「
第
34
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新

人
大
会
」
に
お
い
て
徳
之
島
高
校
空
手
部

が
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
全
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

男
子
個
人
形
競
技
で
は
、
二
年
生
の
嶺
山

朋
生
選
手
が
準
優
勝
。
男
子
団
体
形
と
女
子

団
体
形
競
技
で
そ
れ
ぞ
れ
第
３
位
に
入
賞
し

全
国
大
会
へ
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

徳
高
空
手
部
の
全
国
大
会
は
、
昭
和
63

年
以
降
、
27
回
連
続
出
場
す
る
快
挙
と
な

り
ま
す
。

【
男
子
全
国
大
会
出
場
選
手
】
前
列
左
：
前
柊
太

朗
選
手
、
左
か
ら
４
番
目
：
嶺
山
朋
生
選
手
（
団

体
及
び
個
人
出
場
）、
５
番
目
：
樺
山
凱
士
選
手

【
女
子
全
国
大
会
出
場
選
手
】
前
列
左
か
ら
３
番

目
：
酒
匂
百
衣
奈
選
手
、
後
列
左
か
ら
２
番
目
：

安
楽
綾
乃
選
手
、
３
番
目
：
川
本
奈
々
美
選
手



– 8 –広報とくのしま 2014 年 12 月号

12/15
～

1/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
12
月
16
日　

粗
大
ゴ
ミ
回
収
日

（
亀
徳
～
神
之
嶺
）

■
12
月
17
日　

粗
大
ゴ
ミ
回
収
日

（
中
区
、
北
区
、
南
区
、

井
之
川
～
手
々
）

■
12
月
20
日　

粗
大
ゴ
ミ
回
収
日

（
東
区
、
白
井
～
南
原
）

■
12
月
21
日　

10
時
～

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ

（
図
書
館
２
階
）

■
12
月
24
日　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

２
学
期
終
業
式

■
１
月
５
日　

成
人
式

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
１
月
６
日消

防
出
初
式

（
市
街
地
パ
レ
ー
ド
等
）

■
1
月
８
日

幼
稚
園
・
小
学
校
中
学
校

３
学
期
始
業
式

■
1
月
19
日　

12
時
～

無
料
弁
護
士
相
談
会

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

ごみ

大
掃
除
で
気
持
ち
の
良
い
新
年
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
年
末
年
始
ご
み
搬
入
計
画

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
）

問 年
末
年
始
の
徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日
は

下
記
の
通
り
で
す
。

12
月
23
日

火
曜
日

通
常
営
業

12
月
24
日

水
曜
日

通
常
営
業

12
月
25
日

木
曜
日

通
常
営
業

12
月
26
日

金
曜
日

通
常
営
業

12
月
27
日

土
曜
日

通
常
営
業

12
月
28
日

日
曜
日

休
業
日

12
月
29
日

月
曜
日

通
常
営
業

12
月
30
日

火
曜
日

正
午
ま
で
（
持
ち
込
み
の
み
受
け
入
れ
）

12
月
31
日

水
曜
日

休
業
日

１
月
1
日

木
曜
日

休
業
日

１
月
２
日

金
曜
日

休
業
日

１
月
３
日

土
曜
日

休
業
日

１
月
４
日

日
曜
日

休
業
日

１
月
５
日

月
曜
日

通
常
営
業

滞
納
者
へ
、
強
制
執
行
に
よ
る
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
! !　

滞
納

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
７
２
・
１
７
３
）

問

滞納
対策

徳
之
島
町
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
、
税
収
の
確
保
を
目
的
と
し
、

税
金
の
督
促
状
を
送
付
後
、
納
税
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
納
税
さ
れ

な
い
方
に
強
制
執
行
に
よ
る
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
を
納
め
な
い
こ
と
は
、
納
期
内
納
付
者
と
の
公
平
性
を
欠
く

だ
け
で
な
く
、
町
の
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

～
公
売
会
の
お
知
ら
せ
～

差
押
え
た
不
動
産(

畑
や
宅
地
等)

、
動

産(
32
型
液
晶
テ
レ
ビ
・
ソ
フ
ァ
ー
・
動
噴
・

３
Ｄ
Ｓ 
LL
等)

の
公
売
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
落
札
さ
れ
た
代
金
は
、
後
日
滞

納
者
の
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

平
成
27
年
２
月(

予
定)

■
公
売
方
法　

せ
り
売
り
・
入
札

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希
望

の
方
は
1
月
13
日
（
火
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
27
年
1
月
19
日
（
月
）
12
時
～

■
場
所　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

町
企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
２
）

問

平成２６年度差押実績
平成２６年４月１日～平成２６年１０月末現在

預貯金 生命保険 不動産
動産

（家宅捜索）

44 件 34 件 11 件 29 件
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ごみ

大
掃
除
前
に
確
認
を
！

平
成
26
年
12
月
粗
大
ゴ
ミ
収
集
計
画

《
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日
》

12
月
16
日
（
火
）

亀
徳　

徳
和
瀬　

諸
田　

神
之
嶺

12
月
17
日
（
水
）

南
区　

中
区　

北
区　

井
之
川

旭
ヶ
丘　

下
久
志　

母
間　

花
徳

轟
木　

畦　

山　

金
見　

手
々

12
月
20
日
（
土
）

東
区　

白
井　

大
原　

尾
母　

南
原

右
記
の
日
程
に
よ
り
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
粗
大

ゴ
ミ
シ
ー
ル
を
貼
り
、
名
前
を
記
入
の
上
、
朝
８
時
30
分
ま
で
に
ゴ

ミ
収
集
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
粗
大
ゴ
ミ
に
、
シ
ー
ル
の
貼
付
、
氏
名
の
記
入
が
な
い
場
合
は
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
・
パ
ソ
コ

ン
は
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
す
。
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
家
電
取
扱
業
者

に
委
託
す
る
な
ど
し
て
、
処
理
を
行
う
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
シ
ー
ル
大
…
５
０
０
円
（
１
人
で
持
ち
運
び
で
き
な
い
物
）

●
シ
ー
ル
小
…
２
５
０
円
（
１
人
で
持
ち
運
び
で
き
る
物
）

シ
ー
ル
は
町
役
場
住
民

生
活
課
、
花
徳
支
所
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

※
尾
母
、
井
之
川
、
下
久

志
、
金
見
、
手
々
地
区
は

各
駐
在
員
宅
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

○従業員４人以上の全ての製造事業
所を対象に、26 年 12 月 31 日時
点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における
工業の実態を明らかにすることを
目的とする政府の重要な調査で、
統計法に基づく報告義務のある基
幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域
振興など、国及び地域行政施策の
ための基礎資料として利活用され
ます。

○調査票にご記入いただいた内容は、
統計作成の目的以外（税の資料な
ど）に使用することは絶対にあり
ません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いた
だき、ご回答をよろしくお願いい
たします。

町企画課
☎ 82―１１１１

（内線２２２）

問

平成 26年工業統計を

実施します

奄美
ナンバー

島
を
愛
す
る
心
、
離
島
初
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
が
始
動

平
成
26
年
11
月
17
日
か
ら
奄
美
ナ
ン
バ
ー
ス
タ
ー
ト
!!

九
州
初
・
全
国
離
島
初
の
奄

美
群
島
に
お
け
る
「
奄
美
」
ナ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
11
月
17
日

よ
り
導
入
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
左
記
の
と
お
り

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

Q1　

奄
美
ナ
ン
バ
ー
の
対
象
者
は
？

奄
美
群
島
内
に
住
所
や
事
業

所
を
有
す
る
方
が
所
有
す
る
自

動
車
で
、
軽
自
動
車
及
び
排
気

量
１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪
車

も
含
み
ま
す
。
平
成
26
年
11
月

17
日
以
降
、
新
規
登
録
や
移
転
・

変
更
登
録
に
よ
り
新
た
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
所
有
す
る
場

合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

奄
美
ナ
ン
バ
ー
導
入
後
は
、
鹿

児
島
ナ
ン
バ
ー
を
選
択
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q2　

現
在
の
ナ
ン
バ
ー
は
？

現
在
お
持
ち
の
ナ
ン
バ
ー
は

そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
車
の
購
入
や
住
所
の
変
更

な
ど
に
伴
い
、
順
次
「
奄
美
ナ

ン
バ
ー
」
に
変
更
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
希
望
さ
れ
る
方
は
、

奄
美
ナ
ン
バ
ー
に
切
り
替
え
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

Q3　

取
得
に
か
か
る
費
用
は
？

◎
普
通
ナ
ン
バ
ー
（
軽
自
動
車
・
普

通
自
動
車
）
―
１
，
８
４
０
円

◎
希
望
ナ
ン
バ
ー
：
中
板
（
軽

自
動
車
・
乗
用
車
・
小
型
ト

ラ
ッ
ク
）　

―
４
，
４
０
０
円

◎
希
望
ナ
ン
バ
ー
：
大
板
（
大

型
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン

プ
等
）　　

―
５
，
３
２
０
円

Q4　

登
録
手
続
き
や
問
い
合
わ

せ
は
？

◎
普
通
自
動
車
を
ご
利
用
の
方

（
一
社
）
奄
美
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所

☎
０
９
９
７
―
52
―
０
７
５
７

◎
軽
自
動
車
を
ご
利
用
の
方

軽
自
動
車
検
査
協
会
鹿
児
島
事

務
所
奄
美
分
室

☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
６
２



– 10 –広報とくのしま 2014 年 12 月号

徳
之
島
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
、
物
品
等
の
一
般
（
指
名
）
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
要
領
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
受
付
期
間
：
平
成
27
年
１
月
５
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で（
土
、

日
、
祝
祭
日
は
除
く
）

（
郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
当
日
の
消
印

ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

２
．
受
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１
―
７
１
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
７
２
０
３
番
地

徳
之
島
町
役
場　

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
―
１
１
０
１

３
．
提
出
方
法
：
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
（
色
指
定
な
し
）
に
綴
り
、
表
紙
及

び
背
表
紙
に
申
請
書
、
年
度
、
商
号
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
提
出
書
類
・
様
式
等
：
国
土
交
通
省
統
一
様
式
ま
た
は
鹿
児
島
県

の
様
式
を
準
用

■
建
設
工
事

①
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書　

②
建
設
業
許
可
書
写
し　

③
経
営
事
項
審
査
申
請
書
写
し
（
添
付
書
類
を
含
む
）　

④
経
営
事

項
審
査
結
果
表
写
し
（
県
知
事
許
可
分
）　

⑤
直
前
２
年
の
各
事
業

年
度
に
お
け
る
工
事
施
工
金
額　
　

⑥
納
税
証
明
書
（
法
人
・
個

人
）、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税　

⑦
労
働
保
険
（
労
災
保
険
）

料
納
入
通
知
書
写
し
⑧　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
の
加
入
・
履
行

証
明
書　

⑨
雇
用
保
険
料
納
入
通
知
書
写
し　

⑩
工
事
経
歴
書　

⑪

職
員
数　

⑫
技
術
職
員
名
簿　

⑬
技
術
職
員
以
外
の
名
簿　

⑭
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
完
納
証
明
書
（
税
務
署
発
行
分
消
費
税
課
税
業

者
の
み
提
出
）　

⑮
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会
社
分
・
代
表
者
分
）　

⑯
町
営
住
宅
使
用
料
納
入
証
明
書
（
代
表
者
が
入
居
し
て
い
る
場

合
）　

⑰
土
地
改
良
事
業
分
担
金
（
負
担
金
）
納
入
証
明
書
（
耕
地
課
）　

⑱
特
別
徴
収
実
施
確
認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）

※
⑮
⑯
⑰
⑱
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

■
物
品

①
入
札
参
加
資
格
申
請
書
②
営
業
概
要
書 

③
使
用
印
鑑
届
④
納
税
証

明
書
（
法
人
・
個
人
）
⑤
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
完
納
証
明
書(

税

務
署
発
行
分
）
⑥
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会
社
分
・
代
表
者
分
）

⑦
町
営
住
宅
使
用
料
納
入
証
明
書
（
代
表
者
が
入
居
し
て
い
る
場
合
）

⑧
土
地
改
良
事
業
分
担
金
（
負
担
金
）
納
入
証
明
書(

耕
地
課
）
⑨

特
別
徴
収
実
施
確
認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）
※
⑥
⑦
⑧

⑨
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

【
留
意
事
項
】

◇
登
録
・
受
付
の
確
認
に
つ
い
て
必
要
な
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
又

は
ハ
ガ
キ
（
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

◇
申
請
書
及
び
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
札
参
加

資
格
申
請
書
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
提
出
の
際
は
十
分
ご
確

認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
27
年
度
内
に
建
設
業
許
可
の
期
限
が
切
れ
る
場
合
は
、
速
や

か
に
新
許
可
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
島
外
業
者
は
２
年
毎
、
島
内
業
者
は
毎
年
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

◇
証
明
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◇
入
札
参
加
資
格
申
請
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
変

更
届
け
の
提
出
が
必
要
で
す
。
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

建設
工事

要
領
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

平
成
27
年
度
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

町
建
設
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

問

「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴

い
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
難
病
に

か
か
る
「
新
た
な
医
療
費
助
成
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

○
助
成
対
象
が
56
疾
患
か
ら
約

３
０
０
疾
患
に
段
階
的
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

○
月
額
自
己
負
担
限
度
額
の
金

額
・
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

○
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の

は
、
県
が
指
定
す
る
「
指
定
医

療
機
関
」
が
行
う
特
定
医
療
に

限
ら
れ
ま
す
。

※
新
た
な
医
療
費
助
成
制
度
に
係

る
手
続
き
の
詳
細
な
ど
に
つ
い

て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
１
８
―
３
１
３
４

徳
之
島
保
健
所

☎
82
―
０
１
４
９

問
難
病
に
か
か
る
「
新
た

な
医
療
費
助
成
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
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☆パートタイム労働法に関するお問い合わせ
パートタイム労働法の改正内容等に関するお問

い合わせは、「厚生労働省ホームページ」（http://
www.mhlw.go.jp/)⇒テーマ別に探す⇒「雇用・労働」
内「雇用均等」下のバナー「パート労働ポータルサ
イト」（右図）で詳細な内容がご覧いただけるほか、
雇用均等室（099―222―8446）までお問い合わせ
ください。

農地法では下記届け出が必要です
◇農地の相続登記をした場合は、必ず農業委員会

へ届け出てください。 
◇農地に住宅、墓地、牛舎等を建てる際も農業委

員会へ申請し許可が必要です。 
◇農地の転用には許可が必要です。 
賃貸借情報について
【平成 25 年１月～ 12 月までに締結された賃貸

借における賃借料】
締結され
た地域

平均値
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（件）

徳之島町
全域 10,000 10,000 10,000 91

（畑かん整備農地も一般農地も同額の１万円です）
◇小作料について

農地を借りる場合は借り手は貸し手に小作料（借
賃）を支払はなければなりません。本町では概
ね 10 ａ当たり年間１万円ですが、これに決ま
りはありませんのであくまでも貸し手と借り手
の当事者間で決める事が原則です。
◇下限面積について

農地を取得（購入）しようとする際は農業委員
会が定めた下限面積を所有してないと農地を取
得できません。本町の下限面積は 50 ａです。

町役場　農業委員会
☎ 82―１１１１

（内線２７２）

奄
美
群
島
内
に
在
留
す
る
外

国
人
に
係
る
在
留
手
続
等
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
名
瀬
審
査
室

を
開
設
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
は
名
瀬
港
湾
合
同
庁

舎
内
３
階
に
お
い
て
以
下
の
開

設
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
意
事
項
）

①
天
候
に
よ
っ
て
は
、
開
庁

日
又
は
開
庁
す
る
時
間
が
急

き
ょ
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応
じ

て
電
話
で
照
会
願
い
ま
す
。

②
各
種
申
請
及
び
必
要
な
資
料

等
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
ご

遠
慮
な
く
照
会
願
い
ま
す
。

③
名
瀬
審
査
室
に
は
電
話
が
架

設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

下
記
に
照
会
願
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
岡
入
国
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所

鹿
児
島
市
泉
町
18
―
２
―
40

鹿
児
島
港
湾
合
同
庁
舎
内

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
５
６
５
８

（
照
会
時
：
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分　

土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

開庁予定日

開設時間 第 1 日目
13：30 ～ 17：00

第 2 日目
9：00 ～ 12：00

1 月 13 日（火） 14 日（水）

2 月 9 日（月） 10 日（火）

3 月 9 日（月） 10 日（火）

4 月 13 日（月） 14 日（火）

5 月 11 日（月） 12 日（火）

6 月 8 日（月） 9 日（火）

7 月 13 日（月） 14 日（火）

8 月 10 日（月） 11 日（火）

9 月 14 日（月） 15 日（火）

10 月 13 日（火） 14 日（水）

11 月 9 日（月） 10 日（火）

12 月 14 日（月） 15 日（火）

平
成
27
年
名
瀬
審
査
室

開
庁
日
の
ご
案
内

農地法で必要な届出及び賃貸借情報

問
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平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
（
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
。）
が
、

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
経
費
に
関
す
る
金
額
等

を
帳
簿
に
記
載
し
、
そ
の
帳
簿

や
取
引
に
係
る
請
求
書
・
領
収

書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
の
「
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿

の
記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
２
１

市
町
村
申
告
の
方
も
記
帳
・
帳

簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

＊
出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１

◎
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
制
度

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事

故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車

事
故
で
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
り
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
っ
た
り
し
た
た
め

に
、
生
活
に
お
困
り
の
ご
家

庭
の
お
子
様
に
対
し
、
中
学

校
卒
業
ま
で
子
供
を
対
象
に
、

無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
付

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
額一

時
金
15
万
５
千
円
、
月

額
２
万
円
、入
学
支
度
金
（
小
、

中
学
校
入
学
時
）
４
万
４
千

円
、
返
済
期
間
中
学
卒
業
後

20
年
以
内
（
高
校
、
大
学
等

に
進
学
し
た
場
合
は
、
卒
業

ま
で
返
済
開
始
を
猶
予
。）

自
動
車
事
故
対
策
機
構　

交

通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
―
０
０
０
７
３
８

http://w
w

w
.nasva.go.jp/

自
動
車
事
故
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方

＝
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
＝

問

県
で
は
、
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
た

め
に
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
生
き
る
鹿
児
島
づ
く

り
条
例
」
を
10
月
１
日
に
施
行

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
大
島
支
庁
に

障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
と
し
て
「
障

害
者
く
ら
し
安
心
相
談
員
」
を

配
置
し
、
障
害
者
や
家
族
の
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
相
手

方
と
の
調
整
を
図
り
、
助
言
や

話
し
合
い
で
問
題
解
決
が
図
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７
―
57
―
７
２
２
２

（
月
～
金　

９
時
～
16
時

※
祝
日
等
を
除
く
）

障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
を
図
る
相
談

窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
生
募
集

問

問

～
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
～

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
と
は
…

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎

年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
の
為
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
関
心
を
認
識
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

問
題
に
つ
い
て
…

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
主

権
や
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関

わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
日

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
で
す

本
政
府
は
、
北
朝
鮮
側
か
ら
納

得
い
く
説
明
や
証
拠
の
提
示
が

な
い
場
合
が
な
い
以
上
、
安
否

不
明
の
拉
致
被
害
者
が
全
て
生

存
し
て
い
る
と
の
前
提
に
立
っ

て
、
被
害
者
の
即
時
帰
国
と
納

得
の
い
く
説
明
を
行
う
よ
う
強

く
求
め
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
国
の
責
任
に
お
い

て
、
拉
致
問
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の

一
刻
も
早
い
帰
国
に
向
け
て
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
す
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10
月
28
日
（
火
）
徳
之
島
町
文
化
会
館

に
お
い
て
、町
内
各
小
・
中
学
校
が
参
加
し
、

大
ホ
ー
ル
で
発
表
し
ま
し
た
。

神
之
嶺
小
学
校
の
神
嶺
太
鼓
か
ら
始
ま

り
、
亀
徳
小
の
ボ
デ
ィ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
尾
母
小
中
の
三
味
線
、
手
々
小
中
全

員
の
合
唱
「
ケ
セ
ラ
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
特

色
あ
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
最

後
に
は
「
徳
之
島
小
唄
」
を
参
加
者
全
員

で
合
唱
し
、
き
れ
い
な
音
色
を
響
か
せ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

響け きれいなハーモニー！
～音楽発表会～

お問合せ先：徳之島町総合食品加工センター
美農里（みのり）館

住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも、
美農里館の情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

美農里館だより１２月号

すっかり肌寒い季節になりました。

みのり館では、オリジナル商品の他に
も島内の加工品を取り扱っております。

この年末年始は徳之島の詰め合わせ
セットで日頃の感謝の気持ちを伝えて
みませんか。

オリジナルのギフトセットや、内容
を選べるギフトセットもご用意してお
りますので、遊びに来てみてください。

平成２６年度徳之島町児童・生徒成績優秀者一覧

英語検定 ３級 亀津中 脇田侑紀 ( ３年 )

漢字検定 ３級 山中 山口亜貴奈 ( ３年 )
上松雄大 ( ２年 )

第 34 回九州ブ
ロック少年団空
手道交流大会鹿

児島大会
優勝 亀徳小 米良爽太郎（５年）

第４８回全空連
鹿児島県空手道

選手権大会
( 個人形女子 )

2 位 尾母小 芳みやび ( ５年 )

地区中体連
陸上大会男子

１００ｍ
１位 亀津中 福井敦貴 ( ３年 )

県空手道選手権
大会個人形男子 １位 亀津中 樺山輝 ( ３年 )

県空手道選手権
大会個人形女子 １位 亀津中 瀬田紀果（３年）

県空手道選手権
大会個人形女子 2 位 亀津中 春山聖 ( １年 )

県空手道選手権
大会個人組手

男子
2 位 亀津中 樺山輝 ( ３年 )

地区総体柔道
男子個人 81kg 級 １位 亀津中 太村健二 (3 年 )
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防災訓練特集
町の話題
世界自然遺産登録への歩み
スポーツ表彰
まちのきばいむん
町からのお知らせ
information
教育委員会だより／美農里館だより
健康トピックス
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07
08
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13
14
15
16
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表紙写真

町内各地区で 10 月 26 日、三ヵ
町合同防災訓練が行われました。
亀徳新港会場では、奄美海上保
安部との合同訓練が初めて実施
されました。

アマミハナサキガエル
徳之島と奄美大島に
だけ生息する固有種。
体形はスマートで
ジャンプが得意。鼻
が先端にあるためハ
ナサキガエルという
名付けられた。

表紙のイラスト
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